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１
は
じ
め
に

　
横
浜
市
は
、
一
八
五
九
年
の
開
港
以
来
、
港
を
中

心
に
都
市
の
形
成
が
図
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
間
、

新
橋
・
横
浜
間
の
鉄
道
開
業
に
始
ま
り
、
数
多
く
の

鉄
道
整
備
が
都
市
の
骨
格
を
形
づ
く
っ
て
き
た
。

　
昭
和
四
十
年
代
の
高
度
成
長
期
以
前
に
お
け
る
横

浜
の
市
街
地
は
、
戦
前
か
ら
あ
る
東
海
道
線
や
東
急

東
横
線
、
京
浜
急
行
線
沿
線
を
中
心
に
発
達
し
て
お

り
、
旧
市
電
の
路
線
区
域
で
も
あ
る
。
こ
の
頃
の
市

街
地
は
現
在
で
は
「
既
成
市
街
地
」
と
呼
ば
れ
、
新

た
な
街
づ
く
り
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
高
度
成
長
期
以
降
、
横
浜
市
は
郊
外
部
に
多
く
の

人
口
を
受
け
入
れ
た
が
、
そ
れ
を
誘
導
か
つ
支
え
た

の
は
鉄
道
整
備
で
あ
る
。
鉄
道
整
備
に
あ
わ
せ
て
、

様
々
な
街
づ
く
り
が
展
開
し
、
市
街
地
が
飛
躍
的
に

拡
大
し
て
き
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
郊
外
部
の
街
づ
く
り
と
鉄
道
整
備
に

つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
沿
革
を
見
て
み
る
こ
と

と
す
る
。

２
一
新
線
整
備
と
街
づ
く
り
の
展
開

①
新
線
整
備
と
一
体
と
な
っ
た
都
市
開
発

　
昭
和
四
十
年
代
以
降
、
横
浜
市
内
に
は
五
路
線
、

約
七
十
六
に
㎞
の
鉄
道
が
整
備
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
路
線
毎
に
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
都
市
開
発

が
行
わ
れ
、
郊
外
部
の
街
づ
く
り
が
大
き
く
展
開
し

た
。

ア
　
根
岸
線
が
桜
木
町
か
ら
磯
子
、
洋
光
台
、
大
船

へ
と
延
伸
整
備
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
四
十
年
頃
か
ら

五
十
年
頃
に
か
け
て
で
あ
り
、
そ
の
間
に
実
施
さ
れ

た
計
画
的
な
都
市
開
発
が
、
洋
光
台
及
び
港
南
台
の

公
団
施
行
の
土
地
区
画
整
理
事
業
で
あ
る
。
両
地
区

と
も
、
新
線
計
画
に
あ
わ
せ
て
事
業
化
を
進
め
、
二

地
区
あ
わ
せ
て
施
行
面
積
約
五
百
㌶
、
計
画
人
口
約

八
万
人
の
宅
地
が
供
給
さ
れ
た
。
そ
の
中
心
と
な
る

港
南
台
駅
周
辺
は
、
環
状
３
号
線
を
は
じ
め
と
す
る

都
市
計
画
道
路
網
の
整
備
に
よ
り
、
車
社
会
に
も
対

応
し
た
百
貨
店
等
の
商
業
集
積
が
進
み
、
地
域
拠
点

と
し
て
、
郊
外
部
市
民
の
日
常
生
活
を
支
え
て
い
る
。

イ
　
東
急
田
園
都
市
線
が
長
津
田
駅
ま
で
開
業
し
た

の
は
、
昭
和
四
十
一
年
で
あ
り
、
こ
の
鉄
道
整
備
と

一
体
的
に
進
め
ら
れ
た
の
が
、
多
摩
田
園
都
市
開
発

で
あ
る
。
こ
の
都
市
開
発
で
用
い
ら
れ
た
事
業
手
法

も
区
画
整
理
で
あ
り
、
開
発
主
体
で
あ
る
東
急
電
鉄

と
地
元
地
権
者
で
組
合
を
設
立
し
、
本
市
域
内
で
は

現
在
ま
で
、
十
地
区
、
約
七
百
㌶
で
事
業
が
進
め
ら

れ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
路
線
は
横
浜
駅
を
経
由
し
な
い
唯
一
の
路
線

で
あ
り
、
大
規
模
か
つ
良
好
な
市
街
地
が
形
成
さ
れ

①
鉄
道
整
備
と
郊
外
部
の
街
づ
く
り

古
木
淳
・
田
原
秀
樹

○
横
浜
の
郊
外
市
街
地
形
成
と
交
通



た
こ
と
に
よ
り
、
横
浜
都
民
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
大

量
に
流
入
し
た
。
こ
の
た
め
、
「
市
域
の
一
体
化
」

が
本
市
の
都
市
政
策
の
柱
の
一
つ
と
な
る
起
源
と
な

っ
て
い
る
。

ウ
　
本
市
が
主
体
的
に
進
め
た
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
と
連
携
を
と
っ
て

整
備
が
進
め
ら
れ
た
の
が
市
営
地
下
鉄
３
号
線
で
あ

る
。
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
に
関
連
し
て
計
画
さ

れ
た
鉄
道
路
線
は
三
路
線
で
あ
る
が
、
そ
の
後
二
路

線
に
変
更
さ
れ
、
横
浜
都
心
と
の
連
絡
を
強
化
で
き

る
３
号
線
が
先
行
的
に
整
備
さ
れ
、
平
成
五
年
に
開

業
し
た
。
こ
の
開
業
に
よ
り
、
飛
躍
的
に
宅
地
の
土

地
利
用
が
進
み
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
集
積
に
大
き
く

寄
与
し
て
き
た
。
ま
た
、
こ
の
三
号
線
は
、
多
摩
田

園
都
市
を
は
じ
め
と
す
る
市
北
西
部
と
横
浜
都
心
と

の
連
絡
強
化
に
大
き
く
寄
与
し
、
市
域
の
一
体
性
に

も
大
き
く
貢
献
し
た
路
線
で
も
あ
る
。

エ
　
相
鉄
本
線
が
相
模
川
の
砂
利
を
運
搬
す
る
路
線

と
し
て
整
備
さ
れ
た
と
い
う
沿
革
と
異
な
り
、
相
鉄

い
ず
み
野
線
は
、
都
市
鉄
道
と
し
て
戦
後
に
計
画
さ

れ
た
路
線
で
あ
る
。
平
成
二
年
に
い
ず
み
中
央
駅
ま

で
延
伸
開
業
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
泉
区
の
戸
塚
区

か
ら
の
分
区
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
現
在
は
湘
南
台

駅
ま
で
延
伸
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
沿
線
に
は
田
園

都
市
線
同
様
、
組
合
施
行
の
区
画
整
理
が
行
わ
れ
た
。

本
線
沿
線
と
は
異
な
り
、
新
線
沿
線
で
は
、
駅
前
広

場
等
の
都
市
基
盤
の
整
備
と
と
も
に
、
良
好
な
住
宅

地
が
形
成
さ
れ
、
文
化
施
設
、
大
学
の
誘
致
等
様
々

な
都
市
機
能
が
集
積
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
路
線
の
ほ
か
に
、
市
営
地
下
鉄
１
号
線

の
戸
塚
駅
延
伸
整
備
に
あ
わ
せ
た
上
永
谷
の
区
画
整

理
の
実
施
等
、
郊
外
部
の
街
づ
く
り
は
鉄
道
計
画
と

一
体
と
な
っ
た
都
市
開
発
に
よ
っ
て
、
良
好
な
市
街

-

地
が
形
成
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
都
市
開
発
に
よ
る

都
市
基
盤
整
備
の
状
況
は
図
ｌ
３
の
と
お
り
で
あ

る
。

②
　
鉄
道
の
機
能
強
化
に
合
わ
せ
た
市
街
化
進
展

　
既
存
の
鉄
道
が
、
輸
送
力
の
増
強
等
機
能
強
化
さ

れ
る
こ
と
も
、
市
街
化
の
進
展
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
横
浜
線
の
複
線
化
と
東
海

道
線
・
横
須
賀
線
の
分
離
は
、
代
表
的
な
も
の
で
あ

る
。

ア
　
横
浜
線
は
明
治
時
代
に
、
北
関
東
と
横
浜
港
を

結
ぶ
物
流
幹
線
と
い
う
目
的
で
整
備
さ
れ
た
。
戦
後
、

図一4　昭和40年以降に整備された鉄道と区画整理区域
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鴨
居
駅
、
新
横
浜
駅
な
ど
が
設
置
さ
れ
た
が
、
昭
和

五
十
四
年
に
市
内
の
複
線
化
か
完
成
し
た
こ
と
に
よ

り
輸
送
力
が
大
き
く
増
加
し
、
都
市
鉄
道
と
し
て
の

機
能
を
備
え
る
に
至
っ
た
。
横
浜
線
沿
線
で
は
、
複

線
化
以
前
に
、
鴨
居
駅
の
駅
勢
圏
内
の
鶴
見
川
沿
い

に
工
業
団
地
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
竹
山
団
地
、

笹
山
団
地
な
ど
の
住
宅
開
発
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

複
線
化
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
都
市
開
発
が
、
中
山

駅
北
地
区
と
十
日
市
場
、
霧
が
丘
、
若
葉
台
地
区
の

区
画
整
理
で
あ
る
。
市
、
公
団
、
共
同
施
行
と
施
行

者
は
異
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
駅
前
広
場
を
は
じ
め

と
す
る
都
市
基
盤
整
備
と
と
も
に
、
良
好
な
市
街
地

図一2　市内の鉄道延長と人口の推移図一3　都市開発による都市基盤整備の状況
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形
成
を
目
指
し
て
事
業
が
行
わ
れ
た
。
特
に
、
新
駅

設
置
と
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
十
日
市
場
地
区
等
は
、

多
摩
田
園
都
市
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
と
も
に
、

市
北
西
部
の
無
秩
序
な
市
街
化
を
防
ぐ
、
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
。

イ
湘
南
方
面
の
人
口
増
加
に
対
応
し
て
、
東
海
道

線
の
輸
送
力
増
強
の
た
め
進
め
ら
れ
た
事
業
が
、
東

海
道
本
線
の
三
複
線
化
事
業
で
あ
る
。
こ
の
事
業
に

よ
り
、
横
須
賀
線
が
分
離
独
立
し
、
合
わ
せ
て
昭
和

五
十
四
年
に
東
戸
塚
駅
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
駅
は

明
治
時
代
か
ら
新
駅
設
置
の
構
想
が
あ
り
、
駅
周
辺

の
開
発
構
想
が
具
体
化
す
る
中
で
、
設
置
が
具
体
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
ま
で
、
駅
周
辺
で
は
三
地

区
に
お
い
て
区
画
整
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
、

駅
東
側
で
は
、
駅
前
に
特
定
街
区
を
指
定
し
高
層
住

宅
と
商
業
施
設
を
計
画
し
て
い
た
が
、
昨
年
オ
ー
ロ

ラ
シ
テ
ィ
と
し
て
商
業
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
本
市

西
部
中
域
の
地
域
拠
点
と
し
て
の
機
能
集
積
を
進
め

て
き
て
い
る
。

　
こ
の
他
、
こ
ど
も
の
国
線
の
通
勤
線
化
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
鉄
道
の
機
能
転
換
、
機
能
強
化
も
、

鉄
道
新
線
と
同
様
の
効
果
を
都
市
づ
く
り
に
与
え
て

い
る
。
現
在
、
東
海
道
貨
物
線
お
よ
び
東
海
道
貨
物

支
線
の
旅
客
線
化
を
検
討
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

羽
沢
地
区
の
開
発
や
京
浜
臨
海
部
の
再
編
整
備
に
と

っ
て
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

③
レ
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
に
よ
る
拠
点
性
の
強
化

　
鉄
道
整
備
は
、
沿
線
の
市
街
化
を
促
進
さ
せ
る
だ

け
で
な
く
、
既
存
の
鉄
道
・
バ
ス
路
線
と
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
化
に
よ
り
、
駅
周
辺
の
機
能
集
積
を
大
幅
に
促

進
す
る
。
本
市
の
副
都
心
で
あ
る
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
セ
ン
タ
ー
、
上
大
岡
駅
周
辺
、
戸
塚
駅
周
辺
、
二

俣
川
・
鶴
ヶ
峰
駅
周
辺
地
区
で
も
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
化

に
伴
い
、
郊
外
部
の
市
民
生
活
の
拠
点
と
し
て
、
商

業
・
業
務
・
文
化
等
の
集
積
が
進
ん
で
い
る
。

ア
　
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地
区

　
本
地
区
は
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
取
り
残
さ

れ
自
然
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
地
域
を
人
口
三
十
万

人
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
四
年

整
備
が
開
始
さ
れ
た
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
に
お

い
て
、
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

地
区
で
あ
る
。

　
平
成
五
年
の
市
営
地
下
鉄
３
号
線
の
開
通
以
来
、

大
規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
の
商
業
施
設
や

歴
史
博
物
館
等
の
文
化
施
設
な
ど
が
オ
ー
プ
ン
し
て

い
る
。
今
後
、
南
北
二
つ
に
分
断
さ
れ
て
い
る
タ
ウ

ン
セ
ン
タ
ー
を
結
び
つ
け
る
中
央
地
区
の
区
画
整
理

事
業
の
完
了
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
へ
の
人
口
流
人
、
市

営
地
下
鉄
４
号
線
の
開
通
な
ど
に
よ
り
、
拠
点
性
が

ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

イ
　
上
大
岡
駅
周
辺
地
区

　
本
地
区
は
、
昭
和
五
年
、
湘
南
電
気
鉄
道
（
現
京

浜
急
行
電
鉄
）
の
開
通
以
来
、
大
岡
川
の
水
を
利
用

し
た
捺
染
工
場
が
立
地
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
発
展
し
、
高
度
成
長
期
に
周
辺
丘
陵
地
の
住
宅
開

発
に
伴
い
駅
利
用
者
が
飛
躍
的
に
増
加
し
た
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
拠
点
性
を
高
め
て
い
っ
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
に
、
本
市
で
初
め
て
の
地
下
鉄
が

上
大
岡
・
伊
勢
佐
木
長
者
町
間
で
開
通
し
て
以
来
、

交
通
結
節
点
と
し
て
も
重
要
性
を
増
す
こ
と
と
な
っ

た
。
平
成
九
年
オ
ー
プ
ン
の
再
開
発
ビ
ル
「
ゆ
め
お

お
お
か
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
駅
前
で
は
、
再
開
発

事
業
等
に
よ
り
、
商
業
・
業
務
・
文
化
・
福
祉
・
住

宅
な
ど
多
様
な
機
能
の
集
積
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
も
拠
点
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。

ウ
　
戸
塚
駅
周
辺
地
区

　
本
地
区
は
、
東
海
道
の
宿
場
町
か
ら
発
展
し
、
昭

和
三
十
年
代
後
半
か
ら
の
後
背
地
の
住
宅
開
発
に
よ

り
そ
の
拠
点
性
至
局
め
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
駅
周
辺
は
、
都
市
基
盤
が
不
十
分
な
た

め
、
昭
和
三
十
七
年
に
区
画
整
理
事
業
の
都
市
計
画

決
定
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
地
元
住
民
の
合
意

形
成
が
む
ず
か
し
く
な
か
な
か
事
業
化
に
至
ら
な
か

っ
た
が
、
昭
和
五
十
年
代
に
市
営
地
下
鉄
一
号
線
の

延
伸
計
画
の
具
体
化
に
よ
り
、
再
開
発
事
業
に
形
を

変
え
た
上
で
、
事
業
化
に
結
び
つ
き
、
東
口
再
開
発

ビ
ル
が
、
昭
和
六
十
二
年
に
オ
ー
プ
ン
す
る
と
と
も

に
、
翌
年
地
下
鉄
も
開
通
し
た
。
ま
た
、
西
口
に
つ

い
て
も
、
現
在
市
施
行
に
よ
る
再
開
発
事
業
を
進
め

て
お
り
、
そ
の
他
の
地
区
で
も
、
区
画
整
理
の
事
業

化
を
め
ざ
し
検
討
を
進
め
て
い
る
。
平
成
十
一
年
に

地
下
鉄
が
湘
南
台
ま
で
延
伸
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

こ
れ
ら
の
駅
周
辺
整
備
の
推
進
に
伴
い
、
さ
ら
に
拠

点
性
至
局
め
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

エ
　
二
俣
川
・
鶴
ヶ
峰
駅
周
辺
地
区

　
本
地
区
は
、
バ
ス
と
鉄
道
と
の
乗
り
換
え
拠
点
で

あ
る
と
と
も
に
、
二
俣
川
は
い
ず
み
野
線
の
分
岐
点

及
び
運
転
免
許
試
験
場
や
が
ん
セ
ン
夕
ー
等
広
域
施

設
の
最
寄
り
駅
と
し
て
、
鶴
ヶ
峰
は
区
庁
舎
の
最
寄

り
駅
と
し
て
、
そ
の
拠
点
性
生
局
め
て
き
た
。

　
二
俣
川
駅
で
は
、
平
成
八
年
に
北
口
の
再
開
発
事

業
が
完
了
す
る
な
ど
機
能
集
積
が
進
ん
で
お
り
、
鶴

ヶ
峰
駅
前
で
も
、
近
く
再
開
発
の
事
業
化
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
、
本
地
区
か
ら
新
横
浜
、

川
崎
方
面
へ
計
画
さ
れ
て
い
る
神
奈
川
東
部
方
面
線

の
整
備
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
交
通
結
節
点
と
し
て
重

要
度
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

写真一1　東戸塚駅周辺（オーロラシティ）写真一2　上大岡駅周辺（ゆめおおおか）
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３
一
現
在
の
取
り
組
み

　
現
在
、
新
線
の
駅
周
辺
地
区
で
、
特
に
、
機
能
集

積
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
市
街
化
調
整
区
域
等
の

地
区
を
中
心
に
、
区
画
整
理
の
事
業
化
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。

①
い
ず
み
田
園
文
化
都
市
構
想

　
い
ず
み
田
園
文
化
都
市
構
想
は
、
高
度
成
長
が
始

ま
る
昭
和
三
十
七
年
頃
か
ら
横
浜
伊
勢
原
線
に
沿
っ

て
ス
プ
ロ
ー
ル
的
な
開
発
が
進
み
、
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
た
泉
区
南
西
部
約
二

百
八
十
㌶
の
地
域
に
お
い
て
、
市
営
地
下
鉄
一
号
線

と
相
鉄
線
の
湘
南
台
延
伸
や
環
状
四
号
線
整
備
な
ど

交
通
基
盤
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
、
区
画
整
理
に
よ
る

計
画
的
な
街
づ
く
り
を
行
う
構
想
で
あ
る
。
構
想
地

域
は
、
い
ず
み
中
央
、
下
飯
田
・
中
和
泉
、
泉
ヶ
丘
、

金
子
山
の
四
つ
の
地
区
か
ら
な
る
が
、
い
ず
み
中
央

を
除
き
市
街
化
調
整
区
域
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
区

画
整
理
事
業
の
施
行
に
あ
わ
せ
て
市
街
化
区
域
へ
の

編
入
を
予
定
し
て
い
る
。
平
成
十
一
年
に
相
鉄
線
、

市
営
地
下
鉄
１
号
線
が
開
通
し
、
交
通
基
盤
は
着
実

に
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
両
線
の
駅
を
含
む
下
飯
田

地
区
で
は
、
組
合
施
行
に
よ
る
区
画
整
理
事
業
の
具

体
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

②
Ｉ
市
営
地
下
鉄
四
号
線
整
備
と
沿
線
開
発

　
市
営
地
下
鉄
４
号
線
は
、
東
横
線
日
吉
駅
か
ら
港

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
経
て
横
浜
線
中
山
駅
を
結
ぶ
新

た
な
路
線
で
、
両
駅
を
含
み
十
駅
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
、
東
山
田
と
川
和
駅
の
周
辺
地
区
に

つ
い
て
は
、
組
合
施
行
の
区
画
整
理
に
よ
る
街
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
現
在
事
業
化
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
両
地
区
は
、
と
も
に
市
街
化
調
整
区
域
で
は
あ
る

が
Ｄ
Ｉ
Ｄ
区
域
に
含
ま
れ
て
お
り
、
あ
る
程
度
の
市

街
化
は
進
ん
で
い
る
が
、
地
下
鉄
駅
設
置
を
契
機
に
、

駅
周
辺
の
計
画
的
な
機
能
集
積
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
最
近
の
地
価
下
落
の
状
況
下
に
お
い
て

は
、
土
地
の
価
値
の
増
進
が
あ
ま
り
見
込
め
な
い
た

め
、
区
画
整
理
の
事
業
採
算
性
が
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
推
進
に
お
い
て
は
、
補

助
金
等
の
財
政
的
な
援
助
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い

る
。

４
一
お
わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
の
郊
外
部
の
市
街
化
状
況
を
大
ま
か
に

見
る
と
、
ま
ず
は
、
東
京
を
中
心
と
す
る
鉄
道
沿
線

沿
い
の
市
街
化
か
始
ま
り
、
次
に
横
浜
駅
を
中
心
と

す
る
鉄
道
沿
線
の
市
街
化
か
進
み
、
現
在
は
、
昭
和

四
十
年
以
降
の
新
線
整
備
に
伴
う
市
街
化
か
お
お
む

ね
終
息
し
そ
う
な
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

最
近
の
住
宅
事
情
を
見
る
と
、
地
価
下
落
に
よ
る
低

価
格
化
の
影
響
も
あ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
市
場
が
好
調

で
あ
る
が
、
実
際
は
好
不
調
の
二
極
分
化
し
て
い
る

と
言
わ
れ
、
条
件
の
不
利
な
も
の
は
苦
戦
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
通
勤
通
学
や
買
物
等

の
利
便
性
に
お
い
て
不
利
な
郊
外
部
に
お
い
て
は
、

住
宅
を
た
だ
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
単
位
で
条

件
を
高
め
る
工
夫
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
鉄
道
整
備
は
、
東
京
・
横
浜
の
都
心

へ
の
ア
ク
セ
ス
整
備
が
主
で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
環

状
鉄
道
（
シ
テ
ィ
ル
ー
プ
）
整
備
に
重
点
が
移
行
す

る
。
こ
の
こ
と
は
、
郊
外
部
に
お
け
る
横
の
つ
な
が

一
　
特
集
・
成
熟
す
る
横
浜
の
郊
外
③
横
浜
の
郊
外
市
街
地
形
成
と
交
通

販売額の推移図一5り
を
形
成
し
、
住
民
の
行
動
範
囲
を
広
げ
、
地
域
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
今
後

は
、
新
線
整
備
に
伴
う
市
街
化
を
計
画
的
に
進
め
、

魅
力
あ
る
郊
外
部
の
街
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
、
よ

り
重
要
と
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

Λ
本
＝
都
市
計
画
局
事
業
管
理
課
課
長
補
佐
／
田

原
＝
同
担
当
Ｖ

注）　このグラフは、年間商品販売額を示すもので、新線開業や再開発事業完了は、その後の

地域経済活動に大きな影響を与えることがわかる。

販売額が大きく伸びた期間

上大岡:S49～51年度（S47年地下鉄開業）、H6～9年度（H8年再開発事業一部完了）

戸　塚:S61～H4年度（S62年再開発事業完了、S62年地下鉄開業）
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